
 

 

 

 

 テキストデータ ＴＸＴ と ＴＸＴ２の評価 

 

 

 

 

 

当初、ＲＩＮＴ２０００の極点処理した結果はＡＳＣではなく縦一列のＴＸＴデータとしてプログラム化 

されていた。しかしこのＴＸＴデータではα軸データが欠落していて不便であった。 

そこで、（α、β、強度）のＴＸＴ２化が必要になった。 

ＡＳＣ－＞ＴＸＴ２はＡｓｃＰｏｌｅＦｉｌｅＣｈａｎｇｅｒで行い 

ＰＦｔｏＯＤＦやＤｅｆｃｏｕｓｍａｋｅＴＡＢLEで活用出来る。 

今回は、反射極点データ、透過極点データ、ドーナツ極点データのチェックを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 確認したソフトウエアのバージョン 

 

 ＰＦＺｅｒｏＤａｔａＣｕｔ         Ｖｅｒｓｉｏｎ ２．５４０ 

 ＡｓｃＰｏｌｅＦｉｌｅＣｈａｎｇｅｒ    Ｖｅｒｓｉｏｎ ３．３６０ 

 ＰＦｔｏＯＤＦ               Ｖｅｒｓｉｏｎ ４．０２０ 

 

 

 

 

 

 

 

    ２００９年０２月２２日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ 

 

 

 

   DOC-資料¥common¥TXT-TXT2-Check¥テキストデータ TXTと TXT2の評価 



反射極点データの検査の入力データ 

 

ＡｓｃＰｏｌｅＦｉｌｅＣｈａｎｇｅｒの処理後のＡｓｃデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＴＸＴデータ －＞ＰＦｔｏＯＤＦ－＞ＬａｂｏＴｅｘ 

 

 

 

ＴＸＴ２データ －＞ＰＦｔｏＯＤＦ－＞ＬａｂｏＴｅｘ 

 

 

 

 



ＴＸＴデータからＴｅｘＴｏｏｌｓ変換（ＴｅｘＴｏｏｌｓは極点図が逆のため） 

   

ＴＸＴ２データからＴｅｘＴｏｏｌｓ変換 

   

 

 

ＴＸＴデータからＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

 

 

ＴＸＴ２データからＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦは１／４の平均化が行われる為若干異なる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



透過極点データ 

   

ＡｓｃＰｏｌｅＦｉｌｅＣｈａｎｇｅｒの処理後のＡｓｃデータ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＴＸＴデータ －＞ＰＦｔｏＯＤＦ－＞ＬａｂｏＴｅｘ 

 

ＴＸＴデータではα情報がないため、手入力（９０-α） 

 

 

ＴＸＴ２データ －＞ＰＦｔｏＯＤＦ－＞ＬａｂｏＴｅｘ 

 

 自動で角度表示出来る。 

 

 

 

 

 

 

 



ＴＸＴデータからＴｅｘＴｏｏｌｓ変換（ＴｅｘＴｏｏｌｓは極点図が逆のため 

   

ＴＸＴ２データから変換 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ＤＰ－＞ＰＦＺｅｒｏＤａｔａＣｕｔ－＞ＡｓｃＰｏｌｅＦｉｌｅＣｈａｎｇｅｒ－＞ＰＦｔｏＯＤＦ 

Ｉｍａｇｅから２ＤＰにより作成した極点図 

 

 

ＰＦｚｅｒｏＤａｔａＣｕｔ 

 

 

  



ＡｓｃＰｏｌｅＦｉｌｅＣｈｅｎｇｅｒによりテキスト化（ＴＸＴ２，ＴＸＴ，ＡＳＣ） 

＊＊＊－２ＤＰＺｃｕｔ－ｃｈＲＳ．ＡＳＣ極点処理で表示 

 

ＰＦｔｏＯＤＦでＴＸＴを変換 

 

ＰＦｚｅｒｏＤａｔａＣｕｔで作成したＰＦｃｏｎｄｉｔｉｏｎ．ｔｘｔから読み込み表示する。 

ＬａｂｏＴｅｘへの変換 

 

｛２２０｝ 

    

｛２１１｝ 

     

 

 

 

 

 

 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓ（ｐｏｌ）変換 

  

ＴＸＴモードも場合、正しく変換されていることが確認できます。 

 

 

 

 

 

 

ＰＦｔｏＯＤＦでＴＸＴ２を変換 

 

ＴＸＴ２データにはα角度情報があるので、ＴＸＴ２ファイルから表示出来る。 

ＬａｂｏＴｅｘへの変換 

 

｛２２０｝ 

   

｛２１１｝ 

  



ＴｅｘＴｏｏｌｓ（ｐｏｌ） 

｛２００｝ 

   

｛２２０｝ 

      

｛２２１｝ 

      

正常に変換されていることがわかります。 

 


